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☆適応疾患名：乳がん

※トリプルネガティブ乳がん術前薬物療法として、4コース実施

薬剤 標準投与量 投与法
キイトルーダ 200mg/body 点滴静注
パクリタキセル 80mg/m2 点滴静注
カルボプラチン AUC＝５ 点滴静注

キイトルーダ（ペムブロリズマブ）： キイトルーダ　200mg
パクリタキセル（パクリタキセル）：パクリタキセル　100㎎.30mg
カルボプラチン（カルボプラチン）：カルボプラチン　150㎎

１コース

day1
day1

day8

<参考>　CBDCA投与量(mg/body)=目標AUC値×(GFR+25) [Calvertの式]

外科75　キイトルーダ+PTX+CBDCA

投与スケジュール
1week 2week 3week

day15
day1

day1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
キイトルーダ ●

パクリタキセル ● ●
カルボプラチン ●

15 16 17 18 19 20 21
キイトルーダ

パクリタキセル ●
カルボプラチン
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【１日目】 

【8.15日目】 

 

   参考文献：Pembrolizumab for Early Triple-Negative Breast Cancer N Engl J Med 2020; 382: 810-821 

 ルートキープ用　生食 100mL 使用可

キイトルーダ 200mg
生理食塩液　100ｍL

5分  ルートキープ用　生食 100mL（フラッシュ）

全開

30分 ≪注意≫
・初回はモニター装着
・初めの10分間はゆっくり投与

　生理食塩液　　250ｍL

60分

30分

ルートキープ用　生食１００ｍL

60分 パクリタキセル  80mg/m2

グラニセトロン点滴静注 100ｍL 1袋
デキサート注射液 6.6mg   1.5V
ファモチジン注射液 20mg   1A
ポララミン注5㎎ 1A

カルボプラチン AUC:5
生理食塩液 250mL

全開

30分

≪注意≫
60分 ・初回はモニター装着

　生理食塩液 250mL ・始めの10分はゆっくり投与

ルートキープ用　生食１００ｍL　使用可

80mg/m
2パクリタキセル注 

ルートキープ用　生食１００ｍL

生理食塩液 100ｍL
デキサート注射液 6.6mg    1V
ファモチジン注射液 20mg   1A

キイトルーダ・パクリタキセル 

※インラインフィルター（0.2-0.22μm）を

使用 

パクリタキセル 

※インラインフィルター（0.22μm 以下）を

使用 

 

デキサート 

患者の状態次第で３.３㎎まで減量可能 


